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NY マーケットレポート（2018 年 10 月 8 日） 
 

 

出所：SBILM 
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NY 市場レポート 

 

≪ NY市場概況 ≫ 

NY 市場は、米国が Columbus Day（コロンブスデー）の祝日で債券市場が休場となり、序盤はやや限定的な動

きとなった。中国経済への先行き警戒感や、イタリアの財政問題への懸念再燃を背景に、投資家のリスク回

避姿勢が強まり、相対的に安全な資産とされる円を買う動きが広がった。また、欧米の株価下落も加わりド

ル円・クロス円は軟調な動きとなった。米株式市場では、中国や欧州主要株価が下落したことが影響し、序

盤から軟調な動きとなった。しかし、引けにかけては下げ幅を縮小、ダウ平均株価がプラス圏まで上昇し、3

営業日ぶり反発となった。 

 

要人発言 

ブラード・セントルイス連銀総裁 

・米国が現在の GDP 成長率を維持していくには、生産性の伸びが加速する必要があるだろう。それは米国の

投資が改善し、技術の普及によって事業運営プロセスがより速いペースで改善し始めた場合に限り可能だ 

・経済成長率がここ１年半予想を上回ったため、インフレ率が米金融当局の予想を下回る中でも利上げを続

けていくことが可能だった 

・現時点で良い状況にある。金利水準は良好、インフレ期待は非常にいい形で目標近辺にある。ここから先

は指標に反応していくとの立場を示していくべきだろう。それが賢明な道だ 
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米ダウ平均株価は 3営業日ぶり反発も、ナスダック、S&P500は続落 

米株式市場は、最近の米長期金利の上昇に対する警戒感が根強く、主要株価は序盤からやや軟調な動きとな

った。その中で、一部金融機関による目標株価の引き上げが伝わった小売り大手が買われたことが影響し、

終盤に下げ幅を縮小し、ダウ平均株価は 3 営業日ぶりに反発となった。ただ、ナスダック、S&P500 は続落と

なった。 

 

出所：Bloomberg 

 

出所：データを基に SBILMが作成 

 

提供：SBI リクイディティ・マーケット株式会社 

お客様は、本レポートに表示されている情報をお客様自身のためにのみご利用するものとし、第三者への提供、再配信を行うこ

と、独自に加工すること、 複写もしくは加工したものを第三者に譲渡または使用させることは出来ません。情報の内容について

は万全を期しておりますが、その内容を保証するものではありません。 また、これらの情報によって生じたいかなる損害につい

ても、当社および本情報提供者は一切の責任を負いません。 

本レポートに表示されている事項は、投資一般に関する情報の提供を目的としたものであり、勧誘を目的としたものではありま

せん。投資にあたっての最終判断はお客様ご自身でお願いします。  


